
決 算 報 告 書

（第 ４２ 期）

自 令和 6 年 7 月 1 日
至 令和 7 年 6 月 30 日

株式会社 愛木

愛知県日進市赤池5丁目1913番地



貸借対照表

株式会社 愛木

令和 7年 6月30日 現在 単位：円

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

【流 動 資 産】 【 63,907,446】 【流 動 負 債】 【 67,002,157】

現 金 及 び 預 金 6,016,701 買 掛 金 8,843,260

受 取 手 形 221,408 関係会社短期借入金 50,300,300

売 掛 金 21,312,418 未 払 金 1,432,988

契 約 資 産 6,192,588 契 約 負 債 156,524

電 子 記 録 債 権 2,381,299 未 払 費 用 3,500,852

原 材 料 21,760,169 未 払 法 人 税 等 35,500

貯 蔵 品 52,325 未 払 消 費 税 等 1,246,200

前 渡 金 3,471 預 り 金 349,308

立 替 金 5,390 仮 受 金 33,550

前 払 費 用 980,085 工 事 損 失 引 当 金 191,675

未 収 還 付 法 人 税 等 4,981,592 賞 与 引 当 金 912,000

【固 定 資 産】 【 65,499,986】 【固 定 負 債】 【 1,990,334】

（有 形 固 定 資 産） （ 60,129,402） 退 職 給 付 引 当 金 1,990,334

建 物 1 負 債 合 計 68,992,491

建 物 附 属 設 備 254,031

構 築 物 7

機 械 装 置 14,140 純 資 産 の 部

車 両 運 搬 具 8 【株 主 資 本】 【 60,414,941】

工 具 器 具 備 品 4 資 本 金 10,000,000

土 地 59,861,211 （利 益 剰 余 金） （ 50,414,941）

（無 形 固 定 資 産） （ 3） 利 益 準 備 金 2,500,000

電 話 加 入 権 3 そ の 他 利 益 剰 余 金 47,914,941

（投資その他の資産） （ 5,370,581） 別 途 積 立 金 30,000,000

出 資 金 10,000 繰 越 利 益 剰 余 金 17,914,941

敷 金 3,006,600

保 証 金 50,590

繰 延 税 金 資 産 2,303,391 純 資 産 合 計 60,414,941

資 産 合 計 129,407,432 負 債 ・ 純 資 産 合 計 129,407,432



個別注記表
株式会社 愛木

自 令和 6年 7月 1日

至 令和 7年 6月30日

重要な会計方針に係る事項に関する注記
資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
ア 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

によって処理し、売却原価は移動平均法により算定しています。）
イ 時価のないもの 移動平均法による原価法

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に
より算定）を採用しています。ただし、貯蔵品は最終仕入原価法を採用しています。

固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産 定率法を採用しています。ただし、平成１０年４月１日以降に取得

した建物（建物附属設備を除く）並びに平成２８年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しています。

(2) 無形固定資産 定額法を採用しています。
(3) リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産につい

ては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用
しています。

引当金の計上基準
賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上してい

ます。
退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額によ

り計上しています。

その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1) リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。

(2) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

収益及び費用の計上基準
建設事業においては、工事契約に基づき、主に緑化及び法面工事を行っております。これ
ら工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の
充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。進捗度の見積りは、期末までに発生
した工事原価が、予想される工事原価の総額に占める割合に基づいて行っております。な
お、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることはできないものの、当該履行義務
を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合には、履行義務の充足に係
る進捗度を合理的に見積ることができる時まで、一定の期間にわたり充足される履行義務
について原価回収基準により収益を認識しております。

貸借対照表等に関する注記
減価償却累計額の金額
有形固定資産の減価償却累計額 62,187,846円

株主資本等変動計算書に関する注記
発行済株式の種類及び総数に関する事項
前期末株式数（発行済普通株式） 60株
当期増加株式数（発行済普通株式）
当期減少株式数（発行済普通株式）
当期末株式数（発行済普通株式） 60株



個別注記表
株式会社 愛木

自 令和 6年 7月 1日

至 令和 7年 6月30日

一株当たり情報に関する注記
一株当たりの情報
一株当たりの純資産額 1,006,915円68銭
一株当たりの当期純利益 75,281円32銭

収益認識に関する注記
収益の分解情報
建設事業においては、工事契約に基づき、主に緑化及び法面工事を行っております。こう
した工事契約においては、顧客との契約における義務を履行することにより資産が生じる
又は資産の価値が増加し、当該資産が生じる又は当該資産の価値が増加するにつれて、顧
客が当該資産を支配することから、一定の期間にわたり充足される履行義務であると判断
しております。

収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとお
りであります。


